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平成 2４年度 豊溪小学校のスタッフ 

ち
の
笑
顔
は
、
青
空
に
浮
か
ぶ
太
陽
に
負

け
な
い
く
ら
い
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。 

＊ 
 

 
 

 

＊ 
 

 
 

 

＊ 

多
摩
湖
ま
で
の
全
校
徒
歩
遠
足
は
、
開

校
百
周
年
（
昭
和
五
十
一
年
）
の
年
か

ら
、
平
成
六
年
ま
で
一
年
お
き
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
昭
和
五
十
一
年
の
学
校
沿
革

誌
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

「五
、
六
年
、
特
殊
学
級
（現
在
の
わ
く

わ
く
学
級
）
十
五
km
踏
破
。
全
区
間
徒

歩
に
て
目
的
地
ま
で
行
く
。
三
、
四
年
、

九
km
、
二
年
八
km
、
一
年
四
km
。
い
ず

れ
も
当
日
は
疲
れ
た
様
子
だ
っ
た
が
、
翌

日
欠
席
も
い
つ
も
と
変
わ
り
な
し
。
」 

 

今
年
、
七
月
四
日
の
全
校
朝
会
で
は
、

こ
の
全
校
徒
歩
遠
足
を
体
験
し
た
本
校

元
P

T

A
会
長
の
吉
岡
さ
ん
が
、
当

時
の
こ
と
を
子
供
た
ち
に
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
約
三
ヶ
月
、
歩
く
距
離
は
短

く
な
り
ま
し
た
が
、
先
輩
た
ち
が
経
験
し

た
全
校
徒
歩
遠
足
を
子
供
た
ち
も
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

＊ 
 

 
 

 

＊ 
 

 
 

 

＊ 

 

「
歩
」
と
い
う
字
は
、
「
止
」
と
「
少
」
と
い

う
二
つ
の
部
分
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の

二
つ
は
、
元
々
右
と
左
の
足
跡
を
表
す
形

か
ら
で
き
た
の
だ
そ
う
で
す
。 

 
右
足
と
左
足
を
交
互
に
踏
み
出
し
て
い

く
と
前
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
「歩

く
」と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
振
り
返

っ
て
み
る
と
そ
こ
に
左
右
の
足
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。 

練
馬
区
立
石
神
井
西
小
学
校 

学
校
通
信 

11
月
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平
成
28
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11
月
１
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本
校
百
四
十
年
の
歩
み 

 

校
長 

 

山
口 

義
一 

十
月
十
四
日
、
晴
れ
渡
る
青
空
の

下
、
開
校
百
四
十
周
年
記
念
全
校
遠

足
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

高
学
年
は
小
平
駅
、
中
学
年
は
萩
山

駅
、
低
学
年
は
八
坂
駅
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
東
大
和
市
に
あ
る
村
山
貯
水
池
（多

摩
湖
）
を
目
指
し
て
歩
き
ま
し
た
。
歩

き
始
め
る
地
点
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す

が
、
ゴ
ー
ル
は
一
緒
で
す
。 

本
校
の
教
員
が
、
何
回
も
下
見
を

し
、
綿
密
な
計
画
を
立
て
、
ほ
ぼ
予
定

通
り
の
時
刻
に
全
学
年
が
多
摩
湖
に

到
着
し
ま
し
た
。 

多
摩
湖
で
は
、
「日
本
で
一
番
美
し
い

取
水
塔
」
と
い
わ
れ
る
村
山
下
第
一
取

水
塔
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
太
陽
広
場

に
移
動
し
、
シ
ャ
ク
ニ
ー
シ
ー
（
縦
割
り

班
）
で
遊
び
ま
し
た
。
鬼
ご
っ
こ
を
し
た

り
、
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
を
し
た
り

し
て
遊
ん
で
い
る
子
供
た
ち
、
先
生
た

学
校
の
歩
み
も
同
じ
で
す
。
毎
日
毎
日

の
教
育
活
動
を
積
み
重
ね
て
、
本
校
も
こ

こ
ま
で
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
百
四
十
年
と

い
う
長
い
長
い
歩
み
で
す
。 

そ
の
道
程
に
お
い
て
は
、
暴
風
に
よ
る

校
舎
倒
壊
、
何
度
に
も
渡
る
校
舎
改
築
、

関
東
大
震
災
、
空
襲
に
よ
る
本
校
児
童
の

犠
牲
、
集
団
疎
開
先
で
の
生
活
等
、
多
く

の
苦
難
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
苦
難
を
乗

り
越
え
て
歩
み
続
け
た
百
四
十
年
で
す
。 

そ
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
足

跡
が
色
々
な
形
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

校
長
室
の
耐
火
金
庫
に
は
、
開
校
当

時
か
ら
現
在
ま
で
の
学
校
の
歩
み
が
記
さ

れ
た
学
校
沿
革
誌
が
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
正
門
近
く
に
は
、
明
治
三
十
九
年
に

地
域
の
方
か
ら
贈
ら
れ
た
石
門
が
あ
り
、

昭
和
十
五
年
頃
植
え
ら
れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス

ギ
は
、
三
階
建
て
の
校
舎
を
見
下
ろ
し
て

い
ま
す
。
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な

写
真
や
教
科
書
は
、
現
在
一
階
の
廊
下

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
万

人
を
超
え
る
卒
業
生
が
、
本
校
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

＊ 
 

 
 

 

＊ 
 

 
 

 

＊ 

十
一
月
十
二
日
（
土
）
、
開
校
百
四
十

周
年
記
念
式
典
・祝
賀
会
を
挙
行
い
た
し

ま
す
。
式
典
に
参
加
す
る
五
、
六
年
生

は
、
今
、
呼
び
か
け
や
歌
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
本
校
の
歩
み
は
今
も
続
い
て
い

ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
足
跡
を
残
せ
る

よ
う
日
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

 

 
 

先輩たちが歩いた道を歩きました 
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  ９月２６日（月）～９月２９日（木）までの４日間、６年生は岩井移動

教室に行ってまいりました。途中ハプニングはありましたが天候にも恵ま

れ、ほぼ全ての予定していた行程を行うことができました。 

  今回の移動教室のスローガンは『感謝の気持ちを忘れず 思い出に残る

最高の移動教室にしよう』でした。感謝の対象は、具体的に４日間生活の

支援をしてくださるベルデ岩井の方々、教職員、バスの運転手さんとガイ

ドさん、訪問先の支援員さん、送り出してくださった保護者の皆さん、そ

して係活動を分担し、共に思い出を作っていく友達に対するものです。そ

のスローガン通りに感謝の気持ちを言葉に表しながら活動することがで

きました。あいさつを心がけることや話を聞くべき時には集中して聞くこ

と、そういった一つ一つの行動を通して相手に感謝の気持ちを伝えることができました。ベルデ岩井を離れる時には、館長で

ある磯野さんから「４日間みなさんのおかげで、気持ちよく生活することができました。」とお言葉をいただけました。 

  さて、冒頭に書いたハプニングですが・・・それは３日目に起こりました。天気は良かったのですが、風が強く変更点が多

数出たのです。まず一つ、ロープウェイで上がるはずだった鋸山でロープウェイが強風のため動かずに下から登ることになり

ました。４０分ほどの登山ではありましたが、お弁当入りのリュックを背負い、急な階段を上り続けることはかなり体力的に

はきつかったと思います。さらに、その日に予定していた地引網が予定の場所では波が高くて行えなくなったので、少し離れ

たところで行うことになったのです。その関係で地引網後、３０分歩いてベルデまで帰るという事態になりました。突然の変

更ではありましたが、とっても楽しそうに話しながら、歌いながら歩く子供たちの様子がとても印象的でした。場所の変更に

より、大変になってしまったことより、それでも地引網ができるようにしてくれた関係者の皆さんへの感謝の気持ちがそうさ

せているように感じました。（左面に行程と川柳を記載してあります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開校１４０周年記念 展覧会 

              図工担当 中畑 
１２月２日（金）３日（土）は展覧会です。 「つ

くろう えがこう 思いをこめて」をテーマに１学

期から取り組んできました。今年は開校 140 周年

ですので各学年お祝いの気持ちや、石西小の想像

した過去、未来へはばたくイメージの題材に取り

組んでいます。低学年はつくることを楽しみ、中

学年は夢を広げ、高学年はオリジナリティをもっ

て表現することを意識して学習を積み重ねてきま

した。特に高学年は安価で色々なものが手に入る

世の中、でも今の自分にしかできない物をつくり

あげる力を育てたいと思い、毎回の学習で工夫で

きるところは何か考えてから活動に入ってきまし

た。ぜひ子どもにがんばったところや見どころを

聞いてみてください。隠れたアイテムや想いが作

品をより輝かせると思います。図工作品は平面・

立体共に１点ずつです。学年によってどちらか、

より想い込めた方を選んで展示しています。お楽

しみください。 

開校１４０周年記念式典 

               担当 川﨑 

 １０日（木）は、学校のみんなで開校１４０周年

をお祝いする記念集会を行います。児童会の子供た

ちが中心になって、各学年が練習してきた出し物を

したり、みんなで作った大きなケーキを披露したり

して、楽しくお祝いします。 

続く１２日（土）は、開校１４０周年をお祝いす

る記念行事の１日です。午前中には、全校で警視庁

音楽隊とカラーガードの皆さんによる演奏と演技を

見たり聴いたりする音楽鑑賞会があります。午後の

記念式典には、児童の代表として５年生と６年生が

参加し、石西小の歴史をテーマにした呼びかけと美

しい歌声を披露します。いつも学校や地域を支えて

くださっている皆様に、感謝の気持ちを伝えられる

ように今練習に取り組んでいます。 

開校以来１万人を超える卒業生を送り出した石神

井西小学校。これまでの歴史とこれからの歩みを学

校と地域の皆様と共に祝福したいと願っています。 

落ち葉はき運動 

                                    ５年担当 荒金・久保 
 １１月２８日（月）～１２月３日（土）まで５年生が校庭の落ち葉はきを行います。朝８：００～８：

１５までの１５分間です。校庭清掃を通して、働くことの意義を知り、学校のみんなが気持ちよく過ごせ

るように心をこめて活動を行います。 
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◇相談室 １１月予定 

スクールカウンセラー 9 時～17 時 

７（月）／ １４（月）／  

２１（月）／ ２８（月） 

心のふれあい相談員 9 時～15 時 

  １（火）／ ８（火）／ １１（金） 

１５（火）／１８（金）／２２（火） 

  ２５（金）／２９（火） 
 

どんな小さなことでも構いません、 

お気軽にご利用ください。 

（専用予約電話：080‐2012‐1564） 

             

クリーン運動  

               生活指導 熊 
 青梅街道沿いと学校周辺のゴミ拾いをするク

リーン運動。このクリーン運動は地域清掃に対す

る奉仕の精神を養うと同時に、勤労の尊さを自覚

するために行います。今年度は１１月７日（月）

の２時間目に行います。 

 毎年行っているにも関わらず、意外と青梅街道

沿いにはゴミが落ちています。車に対する安全や

不審物には気を付けながら、学校全体で地域の一

員として清掃活動を行いたいと思います。 

 当日は軍手の準備をお願いいたします。 

 

朝の読み聞かせのための図書貸し出し 

  

図書管理員在室日に、朝の読み聞かせの本が保護者の方も

借りられるようになっていますので、ぜひご利用ください。 

なお、貸し出しの際には、図書室カウンターにファイルがあ

りますので、そちらにご記入ください。 

 

図書管理員 １１月在室日  ９時～１６時 

   １（火） ／  ４（金）／  ８（火）／  

  １０（木） ／ １４（月）／ １５（火）／ 

  １６（水） ／ ２２（火）／ ２５（金）／ 

  ２８（月） ／ ２９（火） 

  

◎
◎
◎ 

移
動
教
室
で
の
思
い
出
を
川
柳
に
し
た
た
め
ま
し
た
。 

◎
◎
◎ 

 

 
一
日
目 

マ
ザ
ー
牧
場
・
製
鉄
所
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー 

 
 
 

六
年
で 

恥
ず
か
し
か
っ
た 

子
豚
レ
ー
ス 

 
 
 
 
 
 

堀
内 

日
菜
子 

 
 
 

汗
か
く
と 

弁
当
ソ
フ
ト 

嗚
呼
お
い
し 

 
 
 
 
 
 
 

菊
間 

美
津
希 

 
 
 

製
鉄
所 
中
は
猛
暑
で 

外
涼
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本 

洋
平 

 
 
 

製
鉄
所 

ク
ラ
ク
ラ
す
る
ほ
ど 

暑
か
っ
た 

 
 
 
 
 
 

伊
藤 

潤
哉 

  

二
日
目 

磯
遊
び
・
鴨
川
シ
―
ワ
ー
ル
ド
・
き
も
だ
め
し 

 
 
 

磯
遊
び 

逃
げ
て
も
む
だ
だ
よ 

い
そ
ぎ
ん
ち
ゃ
く 

 
 
 

保
坂 

智
春 

 
 
 

磯
遊
び 

カ
ニ
貝
採
れ
て 

足
ぬ
れ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

和
栗 

周
作 

 
 
 

イ
ル
カ
シ
ョ
ー 

キ
ラ
キ
ラ
星
が 
す
ご
か
っ
た 

 
 
 
 

阪
下 

萌
子 

 
 
 

シ
ャ
チ
シ
ョ
ー
で 

本
当
に
た
く
さ
ん 
ぬ
れ
ま
し
た 

 
 

辻
塚 

愛
唯 

 
 
 

か
っ
ぱ
着
て 

さ
け
ん
で
ぬ
れ
た 

シ
ャ
チ
の
シ
ョ
ー 

 
 

金
子 

沙
矢 

 
 
 

き
も
だ
め
し 

男
子
は
ヒ
ド
イ 

頼
り
な
い 

 
 
 
 
 
 

舘
内 

珠
希 

 
 
 

き
も
だ
め
し 

お
ば
け
が
こ
わ
い 

ぼ
く
逃
げ
た 

 
 
 
 

湯
沢 

遥
斗 

  

三
日
目 

鯵
の
開
き
体
験
・
鋸
山
ハ
イ
キ
ン
グ
・
地
引
網
・
館
内
レ
ク 

 
 
 

あ
じ
開
き 

う
ま
く
開
け
て 

う
れ
し
い
な 

 
 
 
 
 
 

糸
林 
佑
真 

 
 
 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ 

思
い
が
け
な
い 

ハ
プ
ニ
ン
グ 

 
 
 
 

関 

香
凛 

 
 
 

の
こ
ぎ
り
山 

頂
上
つ
い
て 

達
成
感 

 
 
 
 
 
 
 
 

椎
名 

結
愛 

 
 
 

友
達
と 

協
力
し
合
っ
た 

地
引
網 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

工
藤 

彩
香 

 
 
 

地
引
網 

網
が
重
く
て 

力
ダ
ウ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
堀 

明
梨
花 

 
 
 

逃
走
中 

お
に
か
ら
逃
げ
ろ 

爆
速
だ 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
林 

く
る
み 

  

四
日
目 

お
土
産
購
入
・
歴
史
民
俗
博
物
館
・
そ
の
他 

 
 
 

一
日
目 

お
経
で
パ
ニ
ッ
ク 

女
子
の
部
屋 

 
 
 
 
 
 

石
崎 

京
美 

 
 
 

あ
り
が
と
う 

感
謝
の
気
持
ち
を 

忘
れ
ず
に 

 
 
 
 
 

池
田 

優
作 

 
 
 

カ
ラ
オ
ケ
で 

や
っ
と
き
た
ぞ 

僕
の
番 

 
 
 
 
 
 
 

藤
田 

一
輝 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

疲
れ
果
て 

夜
は
早
く
寝
た 

女
子
B
班 

 
 

 
 
 
 
 

鈴
木 

千
夏 

 
 
 

次
の
日
が 

楽
し
み
過
ぎ
て 

眠
れ
な
い 

 
 

 
 
 
 
 

水
垣 

理
央 

 
 
 

レ
ク
係 

み
ん
な
の
笑
顔 

忘
れ
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

津
金 

陽
奈 

 
 
 

班
長
会 

が
ん
ば
っ
た
け
ど 

眠
か
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 

根
元 

凛
斗 

 
 
 

夜
九
時
に 

班
長
み
ん
な
で 

話
し
合
い 

 
 
 
 
 
 
 

中
村 

愛
花 

     

読書旬間 

        図書担当 小倉・田中・熊 

子供たちが読書に興味をもち、豊かな心を育んで

いけるよう、石西小では毎年秋に読書旬間を設けて

います。今年度は、１１月１４日（月）～２５日（金）

の２週間です。年間通して毎週火曜日は全校で朝読

書に取り組んでいますが、この期間は毎日１０分間

読書をします。また、図書委員会による図書集会や

ストーリーテリング（お話を聞く会）など、子供た

ちが意欲的に取り組めるための活動を計画していま

す。子供たちがより多くの素敵な本と出会えること

を願っています。 
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日 曜 朝 ク委 学校行事 
授業時数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

１ 火 朝読  就学時健診 ３ ３ ３ ３ ６ ３ 

２ 水 Ｂ５  安全指導 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

３ 木   文化の日       

４ 金 Ｂ４  合同運動会(わ) 4 時間（石神井小研究発表会のため） ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

５ 土          

６ 日          

７ 月 全朝 クラブ クリーン運動(全) ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

８ 火 朝読   ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

９ 水 Ｂ５   ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

１０ 木 集会  開校 140 周年記念集会 ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

１１ 金 基礎  １～４年生４時間（前日準備のため） ４ ４ ４ ４ ５ ６ 

１２ 土   
開校 140 周年記念音楽会、記念式典・祝賀会 

５・６年生お弁当あり 
３ ３ ３ ３ ５ ５ 

１３ 日          

１４ 月 全朝 係 読書旬間始 展覧会係活動(５・６) ５ ５ ５ ５ ６ ６ 

１５ 火 朝読  先生の読み聞かせ ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

１６ 水 Ｂ４  3 年 2 組吉澤学級研究授業 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

１７ 木 Ｂ４  ４時間（小中一貫校区別協議会のため） ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

１８ 金 集 C  図書集会 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

１９ 土          

２０ 日          

２１ 月 全朝  会場準備(５・６) ストーリーテリング ５ ５ ５ ５ ５ ６ 

２２ 火 朝読  石西中部活動見学(６) ストーリーテリング ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

２３ 水   勤労感謝の日       

２４ 木 音楽  ５時間授業（展覧会準備のため） ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

２５ 金 基 C  読書旬間終 社会科見学（３） ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

２６ 土          

２７ 日          

２８ 月 全朝 委児 落ち葉掃き(５)❶ ５ ５ ５ ５ ６ ６ 

２９ 火 読 5  落ち葉掃き(５)❷  ５時間（展覧会準備のため） ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

３０ 水 B4  
落ち葉掃き(５)❸ 避難訓練  

４時間（教育会のため） 
４ ４ ４ ４ ４ ４ 

 

１１月の生活目標 

物を大切にしよう 

○持ち物に名前を書こう 

○道具箱の整理整頓をしよう 

○給食の片付けをきちんとやろう 

○靴・上履きをきちんとそろえよう 

○掃除道具の片付けをきちんとしよう 

物に対する感謝の気持ちをもちましょう 

職員室の前には、落とし物置き場があります。そこ

にはいつもたくさんの落し物が並んでいて、持ち主が

現れるのを待っています。記名してあれば、もっと大

事に使ってくれていれば、こんなことにはならないは

ずです。いつも私たちの生活を豊かにしてくれている

道具達に感謝の気持ちをもって、大切に使いましょう。 

展 

覧 

会 

準 

備 

期 

間 


